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に

　
『
世
本
』
は
中
国
先
秦
史
研
究
に
お
い
て
は
不
可
欠
と
も
い
え
る
重
要
な
材
料
の
一
つ
で
あ
る
。『
世
本
』
原
書
は
つ
と
に
散
佚
し
、

十
八
世
紀
以
降
の
清
朝
考
証
学
者
が
伝
世
文
献
に
引
用
さ
れ
た
『
世
本
』
の
佚
文
を
丹
念
に
集
め
、
可
能
な
限
り
復
元
を
試
み
た
。
そ

の
作
業
を
輯
佚
と
い
い
、
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
『
世
本
』
は
清
代
の
輯
佚
本
で
あ
る
）
1
（

。

　
『
世
本
』
の
成
書
年
代
及
び
作
者
に
対
す
る
伝
統
的
な
関
心
は
そ
の
ま
ま
現
代
中
国
の
研
究
者
に
継
承
さ
れ
て
い
る
）
2
（

。
従
来
の
『
世

本
』
研
究
が
成
書
年
代
な
い
し
作
者
に
関
心
を
限
定
し
、『
世
本
』
の
文
献
的
性
格
に
言
及
し
て
も
十
分
な
説
得
力
を
も
た
な
か
っ
た
の

は
、「
輯
本
」
と
い
う
も
の
の
性
格
を
十
分
に
意
識
し
た
上
で
の
包
括
的
研
究
が
志
向
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
）
3
（

。

　

日
本
に
お
い
て
は
、『
世
本
』
の
内
容
が
主
に
系
譜
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
先
秦
史
研
究
者
の
間
に
共
有
さ
れ
て
き
た
。
最
初
の
専
論一
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は
藤
田
勝
久
の
「
史
記
戦
国
系
譜
と
世
本
」
で
あ
る
。
藤
田
の
研
究
の
主
な
対
象
は
『
史
記
』
戦
国
系
譜
で
あ
り
、「『
世
本
』
に
何
が

書
か
れ
て
い
る
か
」
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
を
行
い
、
そ
の
ま
ま
茆
泮
林
の
輯
本
に
従
っ
て
い
る
）
4
（

。

　

吉
本
道
雅
は
『
世
本
』
を
完
成
形
態
と
す
る
よ
う
な
か
た
ち
に
編
纂
さ
れ
る
一
つ
の
契
機
が
春
秋
学
の
発
生
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い

な
い
と
指
摘
し
た
）
5
（

。
こ
の
見
解
は
系
譜
資
料
の
成
立
に
関
す
る
重
要
な
指
摘
で
あ
り
、『
世
本
』
を
対
象
と
す
る
学
術
史
的
研
究
の
方
向

が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。「『
世
本
』
が
如
何
な
る
史
料
で
あ
る
の
か
」
を
考
察
す
る
上
で
、
春
秋
学
と
の
関
係
と
い
う
学
術
史
的
背
景
を

考
慮
に
入
れ
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
欠
な
手
続
き
で
あ
る
と
言
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
の
文
献
学
的
研
究
が
注
意
を
向
け
て
こ
な
か
っ

た
、
春
秋
経
伝
の
注
疏
に
お
け
る
『
世
本
』
受
容
の
実
態
に
対
す
る
蓋
然
性
の
よ
り
高
い
推
論
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

山
田
崇
仁
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
、「n-gram

」
統
計
解
析
法
）
6
（

で
『
史
記
』
三
家
注
及
び
五
経
正
義
に
お
け
る
『
世

本
』
引
用
部
分
と
、『
国
語
』
韋
昭
注
引
系
譜
史
料
の
言
語
学
的
構
造
を
分
析
し
た
）
7
（

。
山
田
は
「
五
経
正
義
が
特
定
人
物
の
系
譜
を
記
す

場
合
、『
世
本
』
の
系
譜
関
連
の
文
章
を
、
出
来
る
だ
け
そ
の
ま
ま
引
用
し
よ
う
と
し
た
形
蹟
が
伺
え
」、「
正
義
は
系
譜
そ
の
も
の
を
記

す
事
に
重
点
が
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
定
量
的
統
計
に
基
づ
き
、
現
存
の
『
世
本
』
世
系
関
係
記
載
が

三
つ
の
か
た
ち
、
即
ち
、

I
「
A
生
B
」、
II
「
A
甲
生
（
子
）
B
乙
乙
生
（
子
）
C
丙
」、
III
「
A
（
是
）
B
（
之
）
続
柄
」

に
分
か
れ
る
と
指
摘
し
た
。
山
田
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
五
経
正
義
に
用
い
ら
れ
る
『
世
本
』
の
世
系
記
載
は
確
か
に
主
に
三
種
類
の

形
式
に
分
か
れ
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
三
種
類
の
世
系
記
載
が
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
各

正
義
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
い
か
な
る
傾
向
が
み
え
る
の
か
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
、
引
用
の
時
代
的
な
い
し
学
術
史
的
意
義
を
見
落
し 二
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て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

　
『
世
本
』
は
伝
世
し
て
い
た
数
百
年
の
間
に
様
々
な
性
格
の
異
な
る
文
献
に
引
用
さ
れ
た
。
残
さ
れ
た
佚
文
の
ほ
と
ん
ど
は
訓
詁
材
料

と
し
て
後
漢
以
降
の
注
疏
文
に
保
存
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
本
質
は
訓
詁
学
の
注
疏
文
の
一
部
で
あ
る
。
山
田
の
研
究
は
注
疏
文
か
ら

佚
文
を
無
差
別
に
抽
出
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
『
世
本
』
原
文
に
含
ま
れ
る
記
述
形
式
の
類
型
の
「
復
元
」
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
が
、

引
用
に
伴
う
原
文
の
攪
乱
と
い
っ
た
事
態
が
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
後
漢
以
降
、『
世
本
』
が
い
か
な
る
書
物
と
し

て
引
用
さ
れ
て
き
た
か
と
い
っ
た
『
世
本
』
受
容
の
具
体
的
推
移
の
検
討
が
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。『
世
本
』
佚
文
の
あ

り
方
は
そ
れ
を
引
用
し
た
本
の
情
報
提
示
の
形
式
に
制
約
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
『
世
本
』
は
引
用
さ
れ
た
複
数
の
本
の
中
で
、
い

か
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
こ
の
問
題
を
検
討
し
な
い
限
り
、
佚
文
の
記
述
形
態
に
関
連
す
る
議
論
は
成
立
し
え
な
い
。
そ
の
た
め
、

五
経
正
義
に
お
け
る
引
用
を
一
括
し
、
定
量
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
各
正
義
に
お
い
て
、『
世
本
』
が
い
か
に
理
解
さ

れ
、
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
各
正
義
が
属
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
を
一
つ
の
対
象
と
し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
批
判
的
に
踏
ま
え
て
、
筆
者
は
『
世
本
』
の
受
容
史
、
即
ち
引
用
行
為
自
体
を
対
象
と
す
る
輯
佚
研
究
を
提
唱
し
、

そ
の
方
法
論
を
構
築
し
つ
つ
あ
る
）
8
（

。
こ
れ
ま
で
獲
得
し
た
知
見
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
は
『
周
易
正
義
』・『
毛
詩
正
義
』・『
尚
書
正
義
』

に
保
存
さ
れ
る
『
世
本
』
の
世
系
関
連
の
記
述
を
対
象
と
し
、
各
経
の
学
術
史
的
背
景
を
念
頭
に
お
い
て
、
正
義
ご
と
に
そ
の
引
用
形

態
を
検
討
す
る
。
ま
ず
第
一
章
に
お
い
て
は
、
五
経
正
義
に
先
行
す
る
旧
義
疏
が
も
た
ら
し
た
影
響
を
検
討
し
た
上
で
、『
周
易
正
義
』

と
『
世
本
』
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
第
二
章
は
『
毛
詩
正
義
』、
第
三
章
は
『
尚
書
正
義
』
に
お
け
る
『
世
本
』
の
具

体
的
な
引
用
状
況
を
考
察
し
、
疏
文
に
用
い
ら
れ
る
佚
文
の
あ
り
方
を
分
析
し
た
上
で
、
世
系
記
載
の
「
記
述
形
式
」
の
本
質
を
再
考三
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す
る
。
こ
の
一
連
の
作
業
に
よ
っ
て
、『
詩
』・『
書
』・『
易
』
正
義
に
お
け
る
『
世
本
』
受
容
の
実
態
に
迫
り
つ
つ
、『
世
本
』
の
世
系

関
連
佚
文
の
史
料
学
的
検
討
を
進
め
て
い
く
）
9
（

。

　
　
　
　
　

一
、『
周
易
正
義
』
か
ら
み
た
先
行
義
疏
の
影
響

　

後
漢
末
期
に
至
る
ま
で
、『
世
本
』
の
世
系
記
載
の
引
用
が
全
く
確
認
で
き
ず
、『
世
本
』
へ
の
関
心
は
著
し
く
上
古
の
聖
人
・
聖
王

制
作
の
記
述
に
傾
き
、
そ
の
背
後
に
は
讖
緯
思
想
の
動
き
が
看
取
さ
れ
る
）
10
（

。
一
方
、
世
系
記
載
の
本
格
的
な
引
用
は
五
経
正
義
に
初
め

て
確
認
さ
れ
る
。

　

五
経
正
義
の
場
合
は
各
経
が
そ
れ
を
対
象
と
す
る
学
問
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
授
過
程
を
持
ち
、
諸
正
義
は
初
唐
の
孔
穎
達
の
段

階
で
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
に
、
そ
れ
以
前
の
注
疏
を
流
用
・
編
綴
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
礼
記
正
義
』・『
左
伝
正

義
』
に
先
行
す
る
『
礼
記
』
鄭
玄
注
・『
左
伝
』
杜
預
注
は
既
に
『
世
本
』
を
引
用
し
て
お
り
、
重
層
的
な
受
容
構
造
が
確
認
さ
れ
る
。

さ
ら
に
い
う
と
、『
礼
記
正
義
』・『
左
伝
正
義
』
の
場
合
は
、
礼
学
・
春
秋
学
の
学
問
の
系
統
か
ら
切
り
離
し
て
、
単
独
で
考
察
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
故
に
そ
れ
ぞ
れ
を
「
三
礼
）
11
（

」・「
三
伝
）
12
（

」
の
枠
組
み
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
一
方
、『
周
易
正
義
』・

『
毛
詩
正
義
』・『
尚
書
正
義
』
の
場
合
は
礼
学
・
春
秋
学
と
異
な
り
、
各
自
の
学
問
の
系
統
内
に
お
い
て
は
、『
周
易
』・『
毛
詩
』・『
尚

書
』
以
外
の
経
書
も
し
く
は
経
書
に
準
ず
る
書
物
が
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
、
本
稿
は
『
周
易
正
義
』・『
毛
詩
正
義
』・『
尚
書
正
義
』

を
対
象
と
し
て
考
察
を
進
め
、「
三
礼
疏
」・「
三
伝
疏
」
は
別
稿
で
検
討
す
る
。

　

さ
て
、
ま
ず
『
周
易
正
義
』
か
ら
み
て
み
よ
う
。
他
の
四
つ
の
正
義
と
異
な
り
、『
周
易
正
義
』
に
は
『
世
本
』
の
引
用
の
例
は
な 四
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い
。
孔
穎
達
が
『
周
易
正
義
』
だ
け
に
『
世
本
』
を
使
わ
な
か
っ
た
の
は
、
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
。『
周
易
正
義
』
に
先
行
す
る
『
周

易
』
の
注
釈
と
い
え
ば
た
だ
ち
に
陸
徳
明
の
『
経
典
釈
文
）
13
（

』
が
引
用
し
て
い
る
『
周
易
音
義
』
が
想
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。『
周
易
音

義
』
は
次
の
よ
う
に
宋
忠
注
本
『
世
本
』
を
引
用
し
て
い
る
。

世
本
云
、
化
益
作
井
。
宋
衷
云
、
化
益
伯
益
也
。
堯
臣
。（
周
易
下
経
夬
伝
）

世
本
云
、
祝
融
爲
市
。
宋
衷
云
、
顓
頊
臣
也
。（
周
易
繋
辞
下
）

　
「
宋
衷
」
と
表
示
さ
れ
る
の
は
隋
に
仕
え
た
陸
徳
明
が
隋
文
帝
の
父
、
楊
忠
の
「
忠
」
を
避
諱
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
存

の
テ
キ
ス
ト
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
五
経
正
義
と
『
釈
文
』
が
用
い
た
経
の
テ
キ
ス
ト
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
り
、
孔
穎
達
は
『
釈
文
』

を
参
照
し
な
か
っ
た
と
一
般
的
に
認
識
さ
れ
て
い
る
）
14
（

。『
周
易
正
義
』
が
『
世
本
』
を
引
用
し
な
い
理
由
は
孔
穎
達
が
選
ん
だ
『
周
易
』

王
弼
注
に
あ
る
。
こ
こ
で
、
ま
ず
は
五
経
正
義
に
先
行
す
る
義
疏
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

以
前
、
筆
者
が
『
世
本
』
宋
忠
注
を
検
討
し
た
際
、
唐
代
初
期
に
書
か
れ
た
序
文
・
案
文
を
除
け
ば
、
五
経
正
義
の
疏
文
に
引
用
さ

れ
た
宋
忠
の
言
説
は
主
に
『
世
本
』
原
文
と
繋
が
っ
て
お
り
、
全
て
「
宋
仲
子
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
）
15
（

。
宋
忠
を
「
宋

仲
子
」
と
記
す
事
例
は
『
三
国
志
』
や
『
華
陽
国
志
』、
ま
た
呉
の
陸
績
の
「
述
玄
）
16
（

」
に
も
み
え
て
お
り
、
呼
称
と
し
て
は
比
較
的
古
い

た
め
、
五
経
正
義
の
編
纂
段
階
に
お
い
て
、
孔
穎
達
ら
の
手
元
に
比
較
的
に
古
い
抄
本
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
あ
ら
た
め
て
五
経

正
義
に
み
え
る
宋
忠
を
「
宋
仲
子
」
と
表
示
す
る
引
用
例
を
み
る
と
表
一
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
宋
忠
を
「
宋

仲
子
」
と
表
示
す
る
引
用
例
は
『
尚
書
正
義
』・『
毛
詩
正
義
』・『
左
伝
正
義
』
に
合
計
八
件
み
え
、『
世
本
』
の
「
作
」
と
「
居
」
に
限

定
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
み
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
2
と
3
、
6
と
8
は
明
ら
か
に
重
複
し
て
お
り
、
同
じ
も
の
が
引
か
れ
て
い
る
こ五
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と
に
な
る
。

　

こ
の
一
群
の
引
用
例
は
陸
徳
明
の
『
周
易
音
義
』

に
み
え
る
も
の
と
同
様
に
「
原
文
＋
宋
注
」
の
か
た

ち
で
あ
る
。
で
は
、
何
故
こ
の
よ
う
な
引
用
例
が
『
周

易
正
義
』・『
礼
記
正
義
』
に
み
え
な
い
の
か
。
そ
の

手
掛
か
り
は
孔
穎
達
の
序
文
に
あ
る
。
ま
ず
、
孔
穎

達
は
『
毛
詩
正
義
』
の
序
文
に
お
い
て
、
劉
炫
の
義

疏
を
「
特
に
殊
絶
」
と
称
賛
し
、
故
に
そ
れ
を
「
も

と
」
と
す
る
と
述
べ
て
い
る
）
17
（

。
次
に
、『
尚
書
正
義
』

の
序
文
に
お
い
て
は
、
劉
焯
・
劉
炫
の
義
疏
は
旧
義

疏
の
中
で
最
も
「
詳
雅
」
と
評
価
す
る
が
、
劉
炫
の

義
疏
も
な
お
完
璧
な
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い

る
）
18
（

。
こ
こ
で
は
『
毛
詩
正
義
』
の
序
文
の
よ
う
に
、

劉
炫
の
義
疏
を
「
も
と
」
と
す
る
と
は
示
し
て
い
な

い
が
、「
必
ず
旧
聞
に
拠
る
」
と
い
う
正
義
編
纂
の
立

場
を
明
言
し
て
い
る
の
で
、
劉
炫
の
義
疏
は
最
も
重

表
一
、
宋
忠
を
「
宋
仲
子
」
と
表
示
す
る
引
用
・
言
及
例
一
覧

　

引
用
・
言
及
例

記
述

分
類

出
処

１
．
世
家＊

云
、
蔡
叔
居
上
蔡
。
宋
仲
子
云
、
胡
徙
居
新
蔡
。

居

『
尚
書
正
義
』

　

蔡
仲
之
命

2
．
世
本
云
、
杼
作
甲
。
宋
仲
子
云
、
少
康
子
杼
也
。

作

『
尚
書
正
義
』

　

費
誓

3
．
世
本
云
、
杼
作
甲
。
宋
仲
子
云
、
少
康
子
名
杼
也
。

作

『
毛
詩
正
義
』

　

叔
于
田

4
．
世
本
云
、
垂
作
銚
。
宋
仲
子
注
云
、
銚
刈
也
。

作

『
毛
詩
正
義
』

　

臣
工

5
．
世
本
云
、
黃
帝
作
冕
。
宋
仲
子
云
、
冕
冠
之
有
旒
者
。

作

『
左
伝
正
義
』

　

桓
公
二
年

6
．
世
本
云
、
楚
鬻
熊
居
丹
陽
、
武
王
徙
郢
。
宋
仲
子
云
、

丹
陽
在
南
郡
枝
江
縣
。

居

『
左
伝
正
義
』

　

桓
公
二
年

7
．
世
本
云
、
邾
顏
居
邾
、
肥
徙
郳
。
宋
仲
子
注
云
、
邾
顏

別
封
小
子
肥
於
郳
、
爲
小
邾
子
。

居

『
左
伝
正
義
』

　

荘
公
五
年

8
．
宋
仲
子
云
、
丹
陽
南
郡
按
江
縣
也
。

居

『
左
伝
正
義
』

　

僖
公
四
年

＊
『
史
記
集
解
』
管
蔡
世
家
「
世
本
曰
、
居
上
蔡
」。
校
勘
記
「
盧
文
弨
云
、
世
家
當
作
世

本
、
据
史
記
集
解
」。
な
お
、『
史
記
』
に
つ
い
て
、
本
稿
は
中
華
書
局
本
（
一
九
五
九

年
初
版
）
に
従
う
。

六
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要
な
参
考
資
料
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
最
後
に
、『
左
伝
正
義
』
の
序
文
に
お
い
て
は
、
劉
炫
を
晋
宋
以
来
の
義
疏
家
の
「
翹
楚
」
と

讃
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
劉
炫
の
杜
預
注
に
対
す
る
攻
撃
的
態
度
を
強
く
非
難
す
る
が
、
劉
炫
の
義
疏
は
や
は
り
他
の
義
疏
よ
り
優
れ

て
い
る
と
認
め
た
上
で
、
そ
れ
を
「
も
と
」
と
す
る
と
述
べ
て
い
る
）
19
（

。

　

こ
の
よ
う
に
各
序
文
に
お
い
て
、
先
行
す
る
義
疏
の
優
劣
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、『
毛
詩
正
義
』・『
尚
書
正
義
』・『
左
伝
正
義
』
が
劉

炫
）
20
（

の
義
疏
を
藍
本
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
、『
周
易
正
義
』
の
序
文
に
は
「
先
以
輔
嗣
爲
本
」、『
礼
記
正
義
』
の
序

文
に
は
「
仍
據
皇
氏
以
爲
本
」
と
み
え
、『
周
易
正
義
』
は
王
弼
注
、『
礼
記
正
義
』
は
皇
侃
疏
を
藍
本
に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

古
勝
隆
一
は
、
注
を
伴
わ
な
い
経
書
が
『
隋
書
』
経
籍
志
に
著
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
漢
魏
時
代
の
注
の
形
態
に
着
目
す
れ
ば
、
経
が

独
立
し
た
著
作
と
し
て
通
行
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
）
21
（

。
後
漢
魏
晋
の
経
典
は
「
単
経
本
」
で
は
な
く
、
主
に
経
注
一

体
の
注
本
の
か
た
ち
で
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
義
疏
学
が
隆
盛
に
な
り
、
多
様
な
義
疏
が
作
ら
れ
た
。
実
際
に
五

経
正
義
の
序
文
を
み
れ
ば
、
孔
穎
達
が
選
ん
だ
藍
本
は
も
ち
ろ
ん
「
単
経
本
」
で
は
な
く
、
初
唐
ま
で
の
学
問
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
違
う
時
代
の
注
本
・
疏
本
を
「
も
と
」
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
喬
秀
岩
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
孔
穎
達
は
「
疏
は
注
を
破
ら

ず
」
と
い
う
立
場
を
厳
守
し
、
藍
本
の
注
文
に
忠
実
に
従
い
、
注
文
に
合
わ
な
い
先
行
義
疏
を
徹
底
的
に
批
判
し
た
）
22
（

。
こ
の
よ
う
な
背

景
に
鑑
み
れ
ば
、『
周
易
正
義
』
が
『
世
本
』
を
引
い
て
い
な
い
原
因
は
藍
本
と
さ
れ
て
い
る
王
弼
注
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
周
易
』

王
弼
注
が
『
世
本
』
を
注
釈
材
料
と
し
て
採
用
し
て
い
な
い
の
で
、
王
弼
注
を
踏
襲
し
た
『
周
易
正
義
』
は
そ
の
態
度
を
受
け
継
ぎ
、

『
世
本
』
に
目
を
向
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、『
尚
書
正
義
』・『
毛
詩
正
義
』・『
左
伝
正
義
』
に
み
え
る
「
原
文
＋
宋
注
」
の
か
た
ち
の
記
述
は
『
釈
文
』
所
引
『
周
易
音七
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義
』
と
共
通
の
時
代
的
特
徴
を
有
し
、
さ
ら
に
孔
穎
達
の
序
文
が
提
示
し
て
い
る
情
報
と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
隋
の
劉
炫
の
義
疏
に

由
来
す
る
も
の
と
推
測
で
き
る
。
実
際
に
『
左
伝
正
義
』
に
は
『
世
本
』
を
引
用
す
る
劉
炫
の
疏
文
が
確
認
さ
れ
る
）
23
（

。

　

こ
こ
に
至
っ
て
、
五
経
正
義
に
お
け
る
『
世
本
』
の
引
用
状
況
は
完
全
に
旧
注
疏
に
左
右
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
南
北
朝
時

代
の
義
疏
は
ほ
と
ん
ど
亡
び
て
し
ま
い
、
五
経
正
義
か
ら
旧
疏
を
剝
離
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
五
経
正
義
全
体
に
つ
い
て
、
一
部

の
研
究
者
の
間
に
は
旧
疏
を
過
大
評
価
し
、
初
唐
の
編
纂
作
業
を
軽
視
す
る
傾
向
も
見
受
け
ら
れ
る
）
24
（

。『
周
易
正
義
』
の
場
合
は
『
周

易
』
王
弼
注
が
早
い
段
階
で
広
く
受
容
さ
れ
、
初
唐
に
至
っ
て
も
全
く
衰
え
て
い
な
い
。
王
弼
注
が
孔
穎
達
ら
に
選
ば
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
後
の
義
疏
か
ら
の
直
接
的
影
響
は
排
除
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
各
正
義
に
お
け
る
『
世
本
』
の
引
用
状
況
に
関
し
て
は
、
五
経

正
義
が
成
立
す
る
以
前
の
各
経
に
ま
つ
わ
る
学
問
の
蓄
積
・
発
展
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
こ
で
は
宋
忠
を
「
宋
仲
子
」

と
表
示
し
て
い
る
引
用
例
を
旧
疏
の
痕
跡
と
し
て
示
し
、
旧
疏
の
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、『
毛
詩
正
義
』
の
考
察

に
移
ろ
う
。

　
　
　
　
　

二
、『
毛
詩
正
義
』
疏
文
に
み
え
る
佚
文
の
あ
り
方

　

ま
ず
は
『
毛
詩
正
義
』
に
現
れ
る
順
番
に
従
い
、
引
用
例
を
整
理
し
た
。
佚
文
は
、
輯
本
に
お
い
て
は
内
容
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
篇
に
属
し
て
い
る
）
25
（

。

　

表
二
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、『
毛
詩
正
義
』
に
お
け
る
『
世
本
』
の
引
用
は
上
古
関
係
の
記
述
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

り
、『
世
本
』
の
引
用
・
言
及
が
合
計
十
三
件
あ
る
。

八
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表
二
、『
毛
詩
正
義
』
に
み
え
る
『
世
本
』
一
覧

　

引
用
・
言
及
例

記
述
分
類

出
処

形
態

1
．
世
本
云
、
杼
作
甲
。
宋
仲
子
云
、
少
康
子
名
杼
也
。

作

叔
于
田

引
用

2
．
案
世
本
、
會
人

檜
之
祖
也
。

帝
王
世
本

檜
譜

言
及

3
．
世
本
云
、
懿
王
徙
於
犬
丘
。

居

小
大
雅
譜

引
用

4
．
世
本
云
、
暴
辛
公
作
塤
。
蘇
成
公
作
篪
。

作

何
人
斯

引
用

5
．
以
堯
與
契
俱
爲
嚳
子
。
家
語
・
世
本
其
文
亦
然
。

帝
王
世
本

生
民

言
及

6
．
又
世
本
云
、
帝
嚳
卜
其
四
妃
之
子
、
皆
有
天
下
。

帝
王
世
本

生
民

引
用

7
．
世
本
云
、
有
邰
氏
女
曰
姜
嫄
。

帝
王
世
本

生
民

引
用

8
．
計
虞
夏
之
時
、
世
代
尙
質
、
名
字
之
別
、
難
得
而
知
。
世
本
史
記
不
應
皆
沒
其
名
、
而
盡
書
其
字
、

以
之
爲
名
、
未
必
非
矣＊

。

帝
王
世
本

公
劉

言
及

9
．
世
本
及
周
本
紀
皆
云
、
成
王
生
康
王
、
康
王
生
昭
王
、
昭
王
生
穆
王
、
穆
王
生
恭
王
、
恭
王
生
懿
王

及
孝
王
、
孝
王
生
夷
王
、
夷
王
生
厲
王
。

帝
王
世
本

民
労

引
用

10
．（
經
云
、
王
命
召
虎
、
是
名
虎
也
。）
於
世
本
、
穆
公
是
康
公
之
十
六
世
孫
。

諸
侯
世
本

江
漢

言
及

11
．
世
本
云
、
垂
作
銚
。
宋
仲
子
注
云
、
銚
刈
也
。

作

臣
工

引
用

12
．
正
義
曰
、
行
父
是
季
友
之
孫
。
故
以
季
孫
爲
氏
。
死
謚
曰
文
子
。
左
傳
世
本
皆
有
其
事
。

卿
大
夫
世
本

駉

言
及

13
．
世
本
云
、
宋
湣
公
生
弗
甫
何
。
弗
甫
何
生
宋
父
。
宋
父
生
正
考
甫
。
正
考
甫
生
孔
父
嘉
、
爲
宋
司
馬
。

華
督
殺
之
、
而
絕
其
世
。
其
子
木
金
父
降
爲
士
。
木
金
父
生
祁
父
。
祁
父
生
防
叔
、
爲
華
氏
所
偪
奔
魯
、

爲
防
大
夫
。
故
曰
防
叔
。
防
叔
生
伯
夏
。
伯
夏
生
叔
梁
紇
。
叔
梁
紇
生
仲
尼
。

卿
大
夫
世
本

那

引
用

　

＊
周
の
先
王
の
公
劉
の
名
字
に
関
連
す
る
議
論
で
あ
る
。

九
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ま
ず
、
1
・
4
・
11
の
記
述
は
「
作
」、
3
は
「
居
」
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
世
系
記
載
で
は
な
い
の
で
、
今
回
の
考
察
対
象
か
ら
外

す
。

　

2
の
「

」
を
み
れ
ば
、
そ
の
記
述
が
『
世
本
』
の
引
用
で
は
な
く
、『
世
本
』
か
ら
採
取
し
た
情
報
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
、
即
ち
疏
文
の
説
明
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

5
は
疏
文
「
以
堯
與
契
俱
爲
嚳
子
」
に
つ
い
て
『
孔
子
家
語
）
26
（

』・『
世
本
』
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
り
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
疏
文
の
全
体
を
み
れ
ば
、
5
が
そ
の
直
前
の
『
大
戴
礼
』
帝
繋
篇
か
ら
の
引
用
文
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
）
27
（

。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
記
述
に
よ
っ
て
『
世
本
』
に
疏
文
と
同
等
の
内
容
が
存
在
し
た
こ
と
は
示
唆
さ
れ
て
い
る

が
、『
世
本
』
原
文
を
直
接
に
引
用
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。

　

6
・
7
は
引
用
の
か
た
ち
に
は
な
っ
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
輯
本
の
帝
王
世
本
篇
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容

を
み
れ
ば
、
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
世
系
記
載
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
世
系
記
載
に
附
さ
れ
て
い
る
説
明
文
で
あ
る
。
下
に
み
る
13
が

示
し
て
い
る
よ
う
に
、『
世
本
』
の
世
系
記
載
に
は
世
系
情
報
の
間
に
登
場
人
物
に
つ
い
て
の
説
明
文
も
混
在
し
て
い
る
。
実
は
こ
の
よ

う
な
事
例
は
『
尚
書
正
義
』
に
も
あ
る
の
で
、
以
下
で
あ
ら
た
め
て
説
明
を
加
え
る
。

　

8
は
西
周
の
先
王
に
関
連
す
る
疏
文
の
一
部
で
あ
り
、『
世
本
』
の
内
容
に
直
接
に
は
触
れ
ず
、『
史
記
』
と
併
せ
て
言
及
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
次
の
9
は
成
王
か
ら
厲
王
に
至
る
ま
で
の
西
周
王
室
世
系
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
完
全
な
西
周
王
室
世
系
を

持
つ
最
古
の
伝
世
文
献
は
『
史
記
』
で
あ
る
。
客
観
的
に
い
え
ば
、
こ
こ
で
『
世
本
』
と
『
史
記
』
周
本
紀
）
28
（

が
並
用
さ
れ
て
い
る
理
由

は
他
に
周
本
紀
を
傍
証
し
う
る
材
料
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
疏
文
に
お
い
て
は
、『
漢
書
』
に
由
来
す
る
『
史
記
』
と
『
世
本
』
と

一
〇
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の
関
連
性
）
29
（

を
踏
ま
え
た
上
で
、
両
者
を
並
用
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
今
日
の
我
々
も
そ
れ
を
み
れ
ば
直
ち
に
『
史
記
』
が
『
世
本
』

の
世
系
記
載
を
参
照
し
て
い
る
と
想
像
が
つ
く
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
9
が
記
し
て
い
る
世
系
情
報
は
確
か
に
周
本
紀
に
矛
盾
し
て
は
い
な
い
が
、
周
本
紀
を
正
確
に
引
用
し
て
は
お
ら
ず
、
そ

の
情
報
を
集
約
し
て
提
示
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。『
世
本
』
に
収
録
さ
れ
る
西
周
王
室
世
系
は
周
本
紀
に
矛
盾
し
な
い
と
推
測
で
き

る
が
、
こ
こ
で
は
周
本
紀
の
記
述
の
み
が
集
約
さ
れ
て
お
り
、『
世
本
』
が
一
字
一
句
正
し
く
引
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
故
に
9
を
根
拠
と
し
て
、「
A
生
B
」
の
形
式
を
『
世
本
』
の
世
系
記
載
の
基
本
的
記
述
形
式

3

3

3

3

3

3

3

と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

10
に
つ
い
て
、「『
世
本
』
に
お
い
て
」
と
書
か
れ
て
は
い
る
が
、「
穆
公
是
康
公
之
十
六
世
孫
」
と
い
う
表
現
は
穆
公
か
ら
康
公
ま
で

の
詳
細
な
世
系
関
係
を
省
略
し
て
、
必
要
と
さ
れ
る
情
報
だ
け
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
『
世
本
』
原
文
を
そ
の
ま
ま
引

用
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

12
は
季
文
子
に
つ
い
て
説
明
す
る
疏
文
の
一
部
で
あ
る
。
春
秋
時
代
に
関
連
す
る
も
の
は
こ
れ
が
初
見
と
な
る
。
し
か
し
疏
文
は
、

『
左
伝
』・『
世
本
』
に
は
季
文
子
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
し
か
示
し
て
お
ら
ず
、
原
文
の
状
況
が
判
断
で
き
な
い
。

　

13
は
宋
湣
公
か
ら
孔
子
（
仲
尼
）
に
至
る
ま
で
の
孔
子
世
系
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
十
一
世
代
と
な
る
。『
左
伝
正
義
』
昭
公
七
年
は
『
家

語
』
本
姓
篇
の
孔
子
世
系
を
修
正
し
た
上
で
引
用
し
、

家
語
本
姓
篇
云
、
宋
泯
公
熙
生
弗
父
何
、
何
生
宋
父
周
、
周
生
世
子
勝
、
勝
生
正
考
父
、
考
父
生
孔
父
嘉
、
其
後
以
孔
爲
氏
也
。

孔
父
生
木
金
父
、
金
父
生
臯
夷
父
、
夷
父
生
防
叔
。
防
叔
辟
華
氏
之
偪
、
而
奔
魯
生
伯
夏
、
伯
夏

生
梁
紇
、
梁
紇

生
孔
子
。

と
す
る
）
30
（

。
13
と
『
左
伝
正
義
』
昭
公
七
年
に
引
か
れ
る
『
家
語
』
の
孔
子
世
系
と
を
比
較
す
れ
ば
、「
世
子
勝
」
の
一
代
が
欠
落
し
て
い

一
一
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る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
な
ぜ
『
左
伝
正
義
』
は
『
毛
詩
正
義
』
と
違
っ
て
、『
世
本
』
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
本
姓
解
を
修
正
し
た
上

で
引
用
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
ず
、『
毛
詩
正
義
』
が
『
世
本
』
の
孔
子
世
系
を
引
用
し
た
上
で
、
正
考
甫
を
孔
子
七
世
の
祖
と
説
明
し
た
の
は
決
し
て
誤
り
で
は

な
い
。
故
に
正
考
甫
よ
り
前
の
世
代
が
欠
落
し
て
い
て
も
、
一
応
『
毛
詩
正
義
』
の
中
で
は
矛
盾
は
生
じ
な
い
。
そ
し
て
、『
左
伝
正

義
』
の
編
纂
に
当
た
っ
て
、『
世
本
』
の
孔
子
世
系
の
世
代
数
が
杜
預
注
に
矛
盾
す
る
こ
と
に
気
づ
き
、
欠
落
の
あ
る
『
世
本
』
の
孔
子

世
系
を
退
け
、
杜
預
注
に
矛
盾
し
な
い
『
家
語
』
孔
子
世
系
を
改
め
た
上
で
、
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
）
31
（

。
前
章
で
既
に
触
れ
た
よ
う

に
、
初
唐
の
経
学
者
は
「
疏
は
注
を
破
ら
ず
」
と
い
う
立
場
を
厳
守
し
、
五
経
正
義
は
各
経
に
お
け
る
疏
文
と
注
文
と
の
整
合
性
を
何

よ
り
も
重
視
し
て
い
る
。
右
の
『
世
本
』
の
孔
子
世
系
の
取
捨
選
択
は
ま
さ
に
そ
の
理
念
を
反
映
す
る
一
例
で
あ
る
。

　
『
毛
詩
正
義
』
に
お
け
る
『
世
本
』
世
系
記
載
の
引
用
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
経
文
・
注
文
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
り
、『
詩
経
』
が

具
体
的
な
人
物
に
言
及
す
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
、
世
系
に
対
す
る
説
明
も
少
な
い
の
で
あ
る
。『
世
本
』
の
世
系
記
載
に
は
叙
事
的
な

記
述
が
混
在
し
て
お
り
、
故
に
疏
文
は
説
明
の
便
宜
上
、
必
要
な
世
系
情
報
を
集
約
し
た
上
で
提
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

13
の
孔
子
世
系
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
『
世
本
』
の
世
系
記
載
は
元
々
純
粋
な
系
譜
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
後
漢
時
代
の

王
符
の
『
潜
夫
論
』
志
氏
姓
に
保
存
さ
れ
る
孔
子
世
系
は
、
13
と
の
間
に
は
字
の
出
入
や
表
現
の
違
い
は
あ
る
が
、
文
章
の
構
造
は
酷

似
し
、
世
系
記
載
の
間
に
挿
入
さ
れ
る
説
明
文
も
結
果
的
に
同
じ
事
件
を
指
す
も
の
で
あ
る
）
32
（

。
志
氏
姓
の
孔
子
世
系
が
『
世
本
』
を
参

照
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
世
系
情
報
の
間
に
散
見
す
る
説
明
文
は
少
な
く
と
も
宋
忠
注
が
成
立
す
る
段
階
で
既
に
原
文
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
）
33
（

。
13
の
孔
子
世
系
は
『
世
本
』
の
世
系
記
載
の
不
規
則
性
を
示
し
て
お
り
、
9
の
西
周
王
室
世
系
の
「
A
生
B
」
の
形
式
も

一
二
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『
世
本
』
及
び
『
史
記
』
周
本
紀
の
世
系
記
載
の
情
報
を
集
約
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

　

疏
文
の
記
述
は
『
毛
詩
』
本
文
の
内
容
に
従
う
た
め
、『
毛
詩
正
義
』
に
言
及
さ
れ
た
『
世
本
』
の
記
載
も
上
古
・
三
代
に
関
す
る
も

の
に
集
中
し
て
い
る
。『
毛
詩
』
に
は
歴
史
上
の
人
物
へ
の
具
体
的
な
言
及
が
少
な
い
た
め
、『
毛
詩
正
義
』
に
お
け
る
世
系
に
つ
い
て

の
説
明
も
少
な
く
、
従
っ
て
『
世
本
』
世
系
記
載
の
用
例
も
少
な
い
。
引
用
さ
れ
る
『
世
本
』
は
、
疏
文
の
都
合
に
よ
っ
て
節
略
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
こ
れ
ら
の
現
象
は
『
毛
詩
正
義
』
に
し
か
み
え
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
引
き
続
き
、『
尚
書
正
義
』

を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　

三
、『
尚
書
正
義
』
に
用
い
ら
れ
る
世
系
記
載
の
「
形
式
」

　
『
尚
書
正
義
』
を
前
章
の
表
二
と
同
じ
方
法
で
整
理
し
た
。
表
三
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、『
毛
詩
正
義
』
と
同
じ
く
、『
尚
書
正
義
』
も

主
に
『
世
本
』
の
上
古
関
係
の
記
述
を
採
用
し
て
い
る
。『
世
本
』
の
引
用
・
言
及
は
合
計
二
十
三
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
に
世
系
関
係
の

も
の
は
十
三
件
あ
る
。

　

ま
ず
、
1
・
2
・
8
・
20
・
23
の
五
件
は
「
作
」、
12
・
21
の
二
件
は
「
居
」
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
今
回
の
考
察
の
対
象

外
と
な
る
。
ま
た
、
氏
姓
に
関
連
す
る
も
の
は
10
・
18
・
22
の
三
件
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
疏
文
の
10
・
22
は
内
容
か
ら
氏
姓
に
関
連

す
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
引
用
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
な
い
の
で
、
原
文
の
状
況
は
不
明
で
あ
る
。

　

3
・
4
は
引
用
で
は
な
く
、『
世
本
』
は
疏
文
に
挙
げ
ら
れ
る
複
数
の
書
物
の
一
つ
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
尚
書
序
の
疏
文

は
、「『
帝
繋
）
34
（

』・『
大
戴
礼
』
五
帝
徳
・『
家
語
』・『
史
記
』
に
み
え
る
五
帝
に
関
わ
る
説
は
皆
『
世
本
』
に
由
来
す
る
」
と
説
明
す
る
）
35
（

。
一
三
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表
三
、『
尚
書
正
義
』
に
み
え
る
『
世
本
』
一
覧

　

引
用
・
言
及
例

記
述
分
類

出
処

形
態

1
．
又
蒼
頡
造
書
出
於
世
本
、
蒼
頡
豈
伏
犧
時
乎
。

作

尚
書
序

言
及

2
．
世
本
云
、
蒼
頡
作
書
。
司
馬
遷
・
班
固
・
韋
誕
・
宋
忠
・
傅
玄
皆
云
、
蒼
頡
黃
帝
之
史
官
也
。

作

尚
書
序

引
用

3
．
案
今
世
本
・
帝
繫
及
大
戴
禮
五
帝
德
幷
家
語
宰
我
問
・
太
史
公
五
帝
本
紀
、
皆
以
黃
帝
爲
五
帝
。

帝
王
世
本

尚
書
序

言
及

4
．
又
帝
繫
・
本
紀
・
家
語
・
五
帝
德
皆
云
、
少
昊

黃
帝
子
靑
陽
是
也
、
顓
頊
黃
帝
孫
、
昌
意
子
、
帝

嚳
高
辛
氏
爲
黃
帝
曾
孫
、
玄
嚻
孫
、
僑
極
子
、
堯
爲
帝
嚳
子
、
舜
爲
顓
頊
七
世
孫
。
此
等
之
書
說
五
帝

而
以
黃
帝
爲
首
者
、
原
由
世
本
。

帝
王
世
本

尚
書
序

言
及

5
．
若
然
、
湯
名
履
、
而
王
侯
世
本
湯
名
天
乙
者
、
安
國
意
蓋
以
湯
受
命
之
王
、
依
殷
法
以
乙
日
生
、
名

天
乙
。
至
將
爲
王
、
又
改
名
爲
履
、
故
二
名
也
。
亦
可
安
國
不
信
世
本
、
無
天
乙
之
名
。

帝
王
世
本

堯
典

言
及

6
．
案
世
本
、
堯
是
黃
帝
玄
孫
、
舜
是
黃
帝
八
代
之
孫
。

帝
王
世
本

堯
典

言
及

7
．
帝
繫
及
世
本
皆
云
、
黃
帝
生
玄
囂
、
玄
囂
生
僑
極
、
僑
極
生
帝
嚳
、
帝
嚳
生
堯
。

帝
王
世
本

舜
典

引
用

8
．
世
本
云
、
容
成
作
歷
、
大
撓
作
甲
子
、
二
人
皆
黃
帝
之
臣
。

作

舜
典

引
用

9
．
啓
禹
子
、
世
本
文
也
。

帝
王
世
本

益
稷

言
及

10
．
孔
・
馬
・
鄭
・
王
・
與
皇
甫
謐
等
皆
言
、
有
扈
與
夏
同
姓
、
並
依
世
本
之
文
。

氏
姓

甘
誓

言
及

11
．
世
本
云
、
帝
堯
爲
陶
唐
氏
。

帝
王
世
本

五
子
之
歌

引
用

12
．
世
本
云
、
昭
明
居
砥
石
。

居

胤
征

引
用

13
．
世
本
・
本
紀
皆
云
、
契
是
帝
嚳
子
。

帝
王
世
本

胤
征

引
用

14
．
太
甲
、
太
丁
子
。
世
本
文
也
。

帝
王
世
本

伊
訓

言
及

15
．
世
本
・
本
紀
皆
云
、
太
甲
崩
、
子
沃
丁
立
。

帝
王
世
本

咸
有
一
徳

引
用

16
．
此
及
下
傳
言
仲
丁
是
太
戊
之
子
、
河
亶
甲
、
仲
丁
弟
也
。
祖
乙
、
河
亶
甲
子
。
皆
世
本
文
也
。

帝
王
世
本

咸
有
一
徳

言
及

17
．
世
本
云
、
盤
庚
崩
、
弟
小
辛
立
。
崩
、
弟
小
乙
立
。
崩
、
子
武
丁
立
。

帝
王
世
本

説
命
上

引
用

18
．
世
本
云
、
芮
伯
姬
姓
。

氏
姓

旅
獒

引
用

一
四
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つ
ま
り
、『
尚
書
正
義
』
の
疏
文
に
お
い
て
、『
世
本
』
は
上
述
の
文
献
よ
り
先
行
す
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
最
終
的
に
疏

文
は
、
こ
の
『
世
本
』
に
由
来
す
る
五
帝
説
が
誤
り
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
疏
文
は
『
世
本
』
の
説
と
異
な
る
偽
孔
伝

の
立
場
に
従
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
正
義
疏
文
と
そ
の
「
も
と
」
に
な
る
先
行
学
説
と
の
整
合
性
を
重
視
す
る
孔
穎
達
の
姿
勢
が
窺

19
．
案
世
本
云
、
后
稷
生
不
窋
、
爲
昭
。
不
窋
生
鞠
陶1
＊

、
爲
穆
。
鞠
陶
生
公
劉
、
爲
昭
。
公
劉
生
慶
節
、

爲
穆
。
慶
節
生
皇
僕
、
爲
昭
。
皇
僕
生
羌
弗2
＊

、
爲
穆
。
羌
弗
生
毀
楡3
＊

、
爲
昭
。
毀
楡
生
公
飛4
＊

、
爲
穆
。

公
飛
生
高
圉
、
爲
昭
。
高
圉
生
亞
圉
、
爲
穆
。
亞
圉
生
組
紺5
＊

、
爲
昭
。
組
紺
生
大
王
亶
父6
＊

、
爲
穆
。
亶

父
生
季
歷
、
爲
昭
。
季
歷
生
文
王
、
爲
穆
。

帝
王
世
本

酒
誥

引
用

20
．
世
本
云
、
儀
狄
造
酒
、
夏
禹
之
臣
。
又
云
、
杜
康
造
酒
。

作

酒
誥

引
用

21
．
世
家7
＊

云
、
蔡
叔
居
上
蔡
。
宋
仲
子
云
、
胡
徙
居
新
蔡
。

居

蔡
仲
之
命

引
用

22
．
王
肅
云
、
彤
、
姒
姓
之
國
。
其
餘
五
國
、
姬8
＊

姓
。
畢
・
毛
、
文
王
庶
子
。
衞
侯
、
康
叔
所
封
、
武
王

母
弟
。
依
世
本
・
史
記
爲
說
也
。

氏
姓

顧
命

言
及

23
．
世
本
云
、
杼
作
甲
。
宋
仲
子
云
、
少
康
子
杼
也
。

作

費
誓

引
用

＊

1
『
史
記
』
周
本
紀
は
「
鞠
」
に
作
る
。

＊

2
『
史
記
』
周
本
紀
は
「
差
弗
」
に
作
る
。
校
勘
記
「
宋
板
・
閩
本
同
。
毛
本
羌
作
差
、
下
同
」。

＊

3
『
史
記
』
周
本
紀
は
「
毀
隃
」
に
作
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
史
記
集
解
』
に
は
「
世
本
作
榆
」
と
あ
り
、『
史
記
索
隠
』
に
は
「
系
本
作
僞
榆
」
と
あ
る
。

も
と
づ
く
写
本
の
違
い
と
考
え
ら
れ
る
。
校
勘
記
「
閩
本
同
。
毛
本
榆
從
扌
、
下
同
」。

＊

4
『
史
記
』
周
本
紀
は
「
公
非
」
に
作
る
。
校
勘
記
「
閩
本
・
明
監
本
同
。
毛
本
飛
作
非
、
下
同
」。

＊

5
『
史
記
』
周
本
紀
は
「
公
叔
祖
類
」
に
作
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
史
記
索
隠
』
に
は
「
系
本
云
、
太
公
組
紺
諸
盩
。
三
代
世
表
稱
叔
類
、
凡
四
名
。
皇
甫

謐
云
、
公
祖
一
名
組
紺
諸
盩
、
字
叔
類
、
號
曰
太
公
」
が
み
え
る
。
校
勘
記
「
陳
浩
云
、
組
應
作
祖
。
各
本
俱
誤
」。

＊

6
『
史
記
』
周
本
紀
は
「
古
公
亶
父
」
に
作
る
。

＊

7　
本
文
註
（
8
）
参
照
。

＊

8　
姬
は
妣
の
誤
り
。
校
勘
記
「
案
妣
當
作
姬
、
形
近
之
譌
」。

一
五



16

東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
三
巻
　

第
一
号

え
る
。

　

5
の
『
王
侯
世
本
』
は
あ
る
い
は
宋
忠
注
本
『
世
本
』
で
は
な
く
、『
隋
書
』
経
籍
志
に
記
さ
れ
る
「
世
本
王
侯
大
夫
譜
二
卷
」
を
指

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
）
36
（

。
こ
の
「
世
本
王
侯
大
夫
譜
」
は
『
新
唐
書
』
芸
文
志
の
「
王
氏
注
世
本
譜
二
卷
」
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、
あ
る
い
は
唐
宋
の
間
に
王
氏
に
よ
っ
て
注
釈
が
作
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
痕
跡
は
全
く
残
っ
て
お
ら
ず
、
検

証
し
よ
う
が
な
い
。
疏
文
の
文
脈
を
み
れ
ば
、
や
は
り
『
王
侯
世
本
』
の
説
を
引
用
し
た
後
、
孔
安
国
の
説
に
言
及
し
て
い
る
。『
王
侯

世
本
』
と
宋
忠
注
本
『
世
本
』
と
の
間
に
は
違
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
疏
文
に
お
け
る
引
用
の
目
的
・
手
法
は
同
じ
で
あ
る
。

　

6
は
黄
帝
に
関
連
す
る
内
容
で
あ
る
。『
世
本
』
に
よ
れ
ば
、
堯
は
黄
帝
の
玄
孫
、
舜
は
黄
帝
の
八
代
目
の
孫
と
説
明
し
て
い
る
。

「
A
是
〇
〇
」
の
形
式
は
訓
詁
的
な
説
明
と
考
え
ら
れ
、『
世
本
』
原
文
の
引
用
で
は
な
く
、
情
報
提
示
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
直
後
の
疏

文
に
は
「
世
本
之
言
未
可
據
信
」
と
明
白
に
『
世
本
』
の
説
を
否
定
し
て
い
る
。

　

7
も
ま
た
黄
帝
に
ま
つ
わ
る
内
容
で
あ
り
、『
世
本
』
が
『
帝
繋
』
と
並
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
か
た
ち
は
『
毛
詩
正
義
』
に
み
え
る

西
周
王
室
世
系
と
同
じ
く
「
A
生
B
」
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
『
大
戴
礼
記
）
37
（

』
帝
繋
に
は
「
黄
帝
產
玄
囂
、
玄
囂
產
蟜
極
、
蟜
極
產

高
辛
、
是
爲
帝
嚳
。
帝
嚳
產
放
勲
、
是
爲
帝
堯
」
と
あ
り
、
両
者
を
比
較
す
る
と
、
7
の
方
が
や
や
節
略
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受

け
る
。「
産
」
と
「
生
」
と
は
同
訓
で
あ
り
、
秦
代
に
は
「
同
生
」
を
「
同
産
」、「
畜
生
」
を
「
畜
産
」
な
ど
の
書
き
換
え
が
認
め
ら
れ

る
。
政
・
生
の
発
音
が
近
い
こ
と
か
ら
、「
生
」
を
「
産
」
に
書
き
換
え
た
理
由
は
始
皇
へ
の
避
諱
と
考
え
ら
れ
る
が
、
近
年
の
里
耶
秦

簡
の
研
究
で
、
始
皇
帝
本
人
で
は
な
く
、
そ
の
母
親
の
諱
を
避
諱
し
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
38
（

。

　

帝
繋
に
は
数
多
く
の
世
系
関
係
の
記
述
が
あ
り
、『
世
本
』
と
の
関
連
性
が
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
現
存
の
『
大
戴
礼
記
』
の

一
六
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成
立
は
極
め
て
複
雑
で
あ
り
、
疏
文
の
「『
帝
繋
』
が
『
世
本
』
を
参
照
し
た
」
と
い
う
認
識
に
安
易
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
逆
に

『
世
本
』
が
そ
の
原
資
料
を
参
照
し
た
可
能
性
も
十
分
あ
り
得
る
。
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、『
世
本
』
と
の
関
連
性
を
別
に
し
て
、

『
帝
繋
』
に
頻
見
す
る
「
A
產
B
」
式
の
世
系
記
載
に
鑑
み
れ
ば
、
少
な
く
と
も
「
A
產
B
」
の
か
た
ち
で
世
系
を
表
示
す
る
こ
と
が

礼
学
の
中
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
確
言
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
）
39
（

。
な
お
、
注
意
す
べ
き
は
7
の
直
後
の
疏
文
が
「
況
彼
二
書
未
必
可
信
」

と
述
べ
、『
世
本
』
の
説
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

9
は
典
型
的
な
情
報
提
示
で
あ
り
、
明
ら
か
に
引
用
で
は
な
い
。
禹
と
啓
と
の
親
子
関
係
は
多
く
の
文
献
に
み
え
る
。
逆
に
い
え
ば
、

そ
れ
を
否
定
す
る
も
の
は
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、「
世
本
の
文
な
り
」
と
説
明
し
て
い
る
の
は
疏
文
が
『
帝
繋
』
な
ど
の
世
系
記
載
が

『
世
本
』
に
由
来
す
る
と
認
識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

11
は
引
用
の
か
た
ち
で
は
あ
る
が
、
厳
密
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
世
系
関
係
で
は
な
く
、
堯
の
氏
を
説
明
し
て
い
る
。
前
章
に
も
触
れ

た
よ
う
に
こ
の
よ
う
な
引
用
例
が
確
認
さ
れ
る
以
上
、『
世
本
』
の
世
系
記
載
は
不
規
則
な
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
、

『
世
本
』
の
世
系
記
載
に
特
定
の
記
述
形
式
を
想
定
す
る
こ
と
に
は
そ
も
そ
も
無
理
が
あ
る
。

　

13
は
殷
の
開
祖
、
契
の
話
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
世
本
』
が
『
史
記
』
殷
本
紀
）
40
（

と
並
用
さ
れ
て
い
る
。
西
周
王
室
世
系
と
同
様
に
、

殷
の
世
系
に
つ
い
て
も
、
殷
本
紀
を
傍
証
し
う
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
故
に
『
世
本
』
が
用
い
ら
れ
る
原
因
は
前
章
で
既
に
触
れ

た
『
毛
詩
正
義
』
民
労
に
み
え
る
引
用
例
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際
に
は
殷
本
紀
に
は
「
契
是
帝
嚳
子
」
の
記
述
が
な
い
の
で
）
41
（

、

13
は
や
は
り
引
用
で
は
な
く
、
疏
文
の
解
釈
的
な
説
明
と
考
え
ら
れ
る
。

　

14
は
殷
王
室
の
世
系
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
は
14
は
13
と
同
じ
く
、
山
田
が
提
示
し
た
『
世
本
』
世
系
関
係
記
載
の
III
「
A

一
七
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（
是
）
B
（
之
）
続
柄
」
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
13
に
対
す
る
分
析
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
前
章
で
検
討
し
た
『
毛
詩
正
義
』
の
用
例

も
踏
ま
え
て
判
断
す
れ
ば
、
こ
の
「
A
（
是
）
B
（
之
）
続
柄
」
は
『
世
本
』
の
世
系
記
載
の
形
式
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
五
経
正
義

の
疏
文
が
情
報
を
提
示
す
る
時
の
一
つ
の
常
套
的
な
表
現
形
式
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

15
も
ま
た
殷
王
室
世
系
で
あ
り
、『
世
本
』
は
こ
こ
で
も
殷
本
紀
と
並
用
さ
れ
て
い
る
。
殷
本
紀
で
は
「
伊
尹
嘉
之
、
迺
作
太
甲
訓
三

篇
、
襃
帝
太
甲
、
稱
太
宗
。
太
宗
崩
、
子
沃
丁
立
」
と
な
っ
て
い
る
。
15
は
殷
本
紀
の
「
A
崩
、
子
（
弟
）
B
立
」
と
同
じ
形
式
な
が

ら
、
さ
ら
に
簡
潔
に
説
明
す
る
た
め
に
「
太
宗
」
を
「
太
甲
」
に
改
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
「
A
崩
、
子
（
弟
）
B

立
」
は
単
に
続
柄
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
王
位
継
承
を
示
す
た
め
の
書
法
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　

殷
王
室
世
系
に
対
し
て
、
盤
庚
上
の
疏
文
に
は
、

本
紀
云
、
祖
乙
崩
、
子
祖
辛
立
。
崩
、
子
開
甲
立
。
崩
、
弟
祖
丁
立
。
崩
、
開
甲
之
子
南
庚
立
。
崩
、
祖
丁
子
陽
甲
立
。
崩
、
弟

盤
庚
立
。
是
祖
乙
生
祖
辛
、
祖
辛
生
祖
丁
、
祖
丁
生
盤
庚
、
故
爲
曾
孫
。

と
あ
り
、
殷
本
紀
を
引
用
す
る
か
た
ち
を
取
っ
て
い
る
）
42
（

。
疏
文
の
「
引
文
」
は
「（
A
）
崩
、
子
（
弟
）
B
立
」
と
い
う
形
式
で
書
か
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
殷
本
紀
の
冒
頭
部
分
が
「
A
崩
、
子
（
弟
）
立
」
の
か
た
ち
で
は
あ
る
が
、「
沃
甲
崩
」
以
降
は
「
子
（
弟
）

B
立
」
で
は
な
く
、「
立
子
（
弟
）
B
」
に
な
っ
て
い
る
。
両
者
を
比
較
す
れ
ば
、
疏
文
の
「
引
文
」
に
は
殷
本
紀
原
文
を
節
略
し
て
、

書
式
を
整
え
て
い
る
印
象
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
注
目
す
べ
き
は
、
疏
文
に
は
「
是
祖
乙
生
祖
辛
、
祖
辛
生
祖
丁
、
祖
丁
生
盤
庚
、
故
爲
曾
孫
」
と
あ
り
、
先
行
す
る
「
A
崩
、

子
（
弟
）
B
立
」
の
か
た
ち
の
引
用
文
を
「
A
生
B
」
の
か
た
ち
で
ま
と
め
な
お
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
の
王
位
継
承
の

一
八
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記
録
の
中
か
ら
世
系
情
報
の
み
を
抜
き
出
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、「
A
生
B
」
も
『
世
本
』
関
連
に
限
ら
ず
、
疏
文
が
世

系
情
報
を
提
示
す
る
時
の
常
套
的
な
表
現
形
式
と
考
え
ら
れ
る
。

　

16
は
引
き
続
き
、
殷
王
室
の
続
柄
の
説
明
で
あ
る
。
殷
本
紀
に
も
そ
の
続
柄
が
説
明
で
き
る
記
述
は
あ
る
が
、
王
位
継
承
に
つ
い
て

い
え
ば
、
仲
丁
と
河
亶
甲
と
の
間
に
は
外
壬
が
あ
る
べ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
言
及
さ
れ
て
い
な
い
）
43
（

。
両
方
と
も
『
世
本
』
の
文
で
あ

る
と
説
明
さ
れ
て
は
い
る
が
、「
世
本
の
文
な
り
」
の
前
に
「
皆
」
の
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
集
約
的
な
表
現
で
あ
り
、

『
世
本
』
の
原
文
を
引
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

17
は
盤
庚
か
ら
武
丁
に
至
る
ま
で
の
殷
王
世
系
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
応
す
る
殷
本
紀
の
世
系
情
報
）
44
（

は
17
に
矛
盾
し
な
い
が
、
17
は
殷

本
紀
の
記
述
よ
り
簡
潔
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
は
、『
正
義
』
の
疏
文
が
殷
本
紀
に
言
及
し
て
い
な
い
。
盤
庚
上
の
疏
文
に
は

「
史
記
殷
本
紀
云
、
盤
庚
崩
、
弟
小
辛
立
。
殷
復
衰
。
百
姓
思
盤
庚
、
乃
作
盤
庚
三
篇
。
与
此
序
違
非
也
」
が
み
え
る
。
こ
こ
か
ら
は
、

ま
ず
疏
文
が
や
は
り
殷
本
紀
の
内
容
を
節
略
し
て
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ
の
疏
文
は
明
確
に
殷
本
紀
の
説
を
否
定
し

て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
『
史
記
』
に
言
及
す
る
と
齟
齬
を
生
じ
る
。
疏
文
の
中
で
の
「
整
合
性
」
が
配
慮
さ
れ
、『
史
記
』
に
言
及
し
な

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

19
は
西
周
の
先
王
の
昭
穆
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
類
似
『
世
本
』
の
引
用
例
は
『
尚
書
正
義
』
に
限
ら
ず
、
他
の
正
義
に
も
み
ら
れ

な
い
。
世
系
情
報
の
間
に
挟
ま
れ
て
い
る
「
爲
昭
」・「
爲
穆
」
は
そ
も
そ
も
礼
学
に
関
連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、『
礼
記
』
に
は
「
昭

穆
」
に
関
連
す
る
記
述
が
頻
見
す
る
）
45
（

。
吉
本
道
雅
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
王
侯
・
世
族
の
系
譜
は
本
来
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
系
に
お

い
て
祭
祀
の
必
要
上
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
祭
祀
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
）
46
（

。
し
か
し
、
後
漢
時
代
に
お
け
る
『
世
本
』

一
九
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の
受
容
実
態
を
考
慮
す
れ
ば
、
や
は
り
『
世
本
』
の
世
系
記
載
に
礼
学
の
「
昭
穆
」
制
の
内
容
が
入
っ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
）
47
（

。

　

ま
た
、
19
に
は
周
本
紀
の
西
周
先
王
に
関
す
る
記
述
と
の
間
に
文
字
の
異
同
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
が
、
世
代
や
登
場
人
物
は
矛

盾
し
な
い
。
そ
の
文
字
の
異
同
は
『
世
本
』
と
周
本
紀
と
の
違
い
で
は
な
く
、
伝
写
の
過
程
で
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
19
を
そ
の
ま

ま
『
世
本
』
原
文
と
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、『
尚
書
正
義
』
の
疏
文
の
世
系
に
関
わ
る
記
載
の
特
徴
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。『
尚
書
正
義
』
疏
文
は

『
世
本
』
の
世
系
情
報
を
提
示
し
、
人
物
の
続
柄
を
説
明
す
る
が
、『
世
本
』
の
世
系
記
載
が
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
と
は
断
定
で

き
な
い
。
ま
た
、
引
用
の
か
た
ち
に
み
え
る
連
続
的
な
世
系
記
載
も
、
実
際
に
は
情
報
が
集
約
さ
れ
て
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

　
『
尚
書
正
義
』
に
み
え
る
『
世
本
』
の
世
系
記
載
の
引
用
例
は
全
て
上
古
・
三
代
に
限
ら
れ
て
お
り
、『
尚
書
』
の
内
容
に
制
約
さ
れ

て
い
る
。
上
古
関
係
の
引
用
に
は
主
に
『
世
本
』
を
一
説
と
し
て
取
り
上
げ
た
上
で
そ
れ
を
否
定
す
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。
他
の

四
正
義
に
お
い
て
は
、
こ
の
現
象
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。
野
間
文
史
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
尚
書
正
義
』
は
緯
書
に
対
し
て
も
否
定
的

な
立
場
を
取
っ
て
お
り
、
そ
の
主
な
原
因
は
『
尚
書
正
義
』
の
依
拠
し
た
偽
孔
伝
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
）
48
（

。
筆
者
が
既
に
指
摘
し
た
よ

う
に
『
世
本
』
の
記
述
は
緯
書
と
一
定
の
共
通
点
を
持
つ
）
49
（

。『
尚
書
正
義
』
の
緯
書
及
び
『
世
本
』
に
対
す
る
姿
勢
は
正
に
そ
の
裏
附
け

に
な
る
。

　
『
尚
書
正
義
』
の
『
世
本
』
に
対
す
る
態
度
は
他
の
四
正
義
と
は
異
な
る
も
の
の
、「
疏
は
注
を
破
ら
ず
」
の
初
唐
経
学
の
立
場
を
厳

守
し
て
お
り
、
学
術
思
想
史
的
な
目
線
で
み
れ
ば
、
決
し
て
他
の
四
正
義
に
矛
盾
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

二
〇
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『
尚
書
正
義
』
の
疏
文
で
は
、
殷
・
周
王
室
に
関
わ
る
内
容
は
主
に
『
史
記
』
と
並
用
し
、『
史
記
』
の
世
系
情
報
と
全
く
矛
盾
し
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
『
史
記
』
殷
・
周
本
紀
の
注
釈
に
も
『
世
本
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
世
系
記
載
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

な
い
。
そ
れ
は
両
者
の
世
系
情
報
が
基
本
的
に
一
致
し
、
引
用
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
完

全
な
殷
・
周
王
室
世
系
は
『
史
記
』
に
初
見
す
る
。
殷
・
周
王
室
に
つ
い
て
、『
尚
書
正
義
』
に
最
も
有
用
な
資
料
は
『
史
記
』
殷
・
周

本
紀
に
違
い
な
い
。
な
ぜ
『
尚
書
正
義
』
は
『
世
本
』
に
注
目
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
五
経
正
義
に
お
い
て
は
、
司
馬
遷
が
『
世
本
』

を
参
照
し
た
と
い
う
認
識
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
た
め
、『
史
記
』・『
世
本
』
が
並
用
さ
れ
る
場
合
は
『
史
記
』
よ

り
『
世
本
』
を
優
先
し
て
い
る
。『
世
本
』
と
『
史
記
』
と
の
関
連
性
は
班
固
の
『
漢
書
』
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
り
、「
漢
書
学
」

の
発
展
と
共
に
広
く
受
容
さ
れ
、『
尚
書
正
義
』
が
成
立
す
る
段
階
で
は
既
に
定
着
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
）
50
（

。

　
　
　
　
　

お　

わ　

り　

に

　

本
稿
で
は
、『
周
易
正
義
』・『
毛
詩
正
義
』・『
尚
書
正
義
』
に
用
い
ら
れ
る
『
世
本
』
世
系
記
載
の
疏
文
と
し
て
の
役
割
・
あ
り
方
を

逐
一
確
認
し
た
。
各
正
義
に
お
い
て
、
先
行
す
る
義
疏
が
正
義
に
も
た
ら
し
た
影
響
を
念
頭
に
置
き
、『
世
本
』
の
受
容
状
況
の
時
間
的

変
遷
を
意
識
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
察
を
行
っ
た
。
ま
ず
、『
周
易
正
義
』
が
『
世
本
』
を
引
用
し
な
い
原
因
は
、
王
弼
注
の
『
世

本
』
へ
の
態
度
を
踏
襲
し
た
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
つ
い
で
、『
毛
詩
正
義
』
に
お
い
て
は
、『
毛
詩
』
に
言
及
さ
れ
る
歴
史
上
の

人
物
が
少
な
い
の
で
、
人
物
の
世
系
関
係
へ
の
説
明
も
少
な
い
。『
毛
詩
正
義
』
に
み
え
る
『
世
本
』
世
系
記
載
の
引
用
・
言
及
例
を
分

析
し
た
上
で
、『
世
本
』
の
世
系
記
載
の
不
規
則
性
を
指
摘
し
、
疏
文
は
説
明
の
便
宜
上
、
必
要
な
世
系
情
報
を
集
約
し
た
上
で
提
示
し

二
一
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て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、『
尚
書
正
義
』
に
利
用
さ
れ
る
『
世
本
』
の
上
古
関
係
の
世
系
情
報
は
主
に
或
説
と
し
て
否

定
さ
れ
る
傾
向
が
見
え
る
。
そ
の
主
な
原
因
は
『
尚
書
正
義
』
が
そ
の
依
拠
し
た
偽
孔
伝
の
立
場
を
継
承
し
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
筆
者
が
指
摘
し
た
『
世
本
』
と
緯
書
と
の
間
に
存
在
す
る
共
通
点
を
裏
附
け
る
。

　
『
毛
詩
正
義
』・『
尚
書
正
義
』
に
用
い
ら
れ
る
『
世
本
』
の
殷
・
周
関
係
の
世
系
佚
文
は
主
に
『
史
記
』
と
並
用
さ
れ
、『
史
記
』
よ

り
優
先
さ
れ
る
こ
と
も
見
受
け
ら
れ
る
。『
漢
書
』
に
由
来
す
る
「
司
馬
遷
が
『
史
記
』
を
編
纂
す
る
際
に
『
世
本
』
を
参
照
し
た
」
と

い
う
認
識
が
『
世
本
』
を
用
い
る
前
提
と
な
り
、『
世
本
』
が
広
く
受
容
さ
れ
た
原
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
所
見
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
で
は
、『
尚
書
正
義
』・『
毛
詩
正
義
』
の
み
な
ら
ず
、『
礼
記
正
義
』・『
左
伝
正
義
』
に
も
散

見
さ
れ
る
、『
世
本
』
世
系
記
載
の
固
有
の
形
式
と
み
な
さ
れ
る
「
A
生
B
」
の
形
式
の
世
系
佚
文
を
中
心
と
し
て
分
析
を
行
っ
た
）
51
（

。

そ
の
結
果
、「
A
生
B
」
の
形
式
が
世
系
記
載
の
固
有
の
形
式
で
あ
っ
た
根
拠
は
な
く
、
疏
文
が
連
続
的
な
世
系
情
報
を
提
示
す
る
た

め
の
形
式
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。『
世
本
』
の
世
系
記
載
の
記
述
形
式
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
厳
密

な
記
述
形
式
の
存
在
を
想
定
し
た
上
で
な
さ
れ
て
来
た
「
作
篇
」
の
研
究
を
は
じ
め
、
佚
文
の
記
述
形
式
に
依
拠
す
る
再
輯
佚
の
限
界

は
自
明
と
な
り
、
再
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
よ
う
。

　

上
述
の
よ
う
に
、
本
稿
で
獲
得
し
た
知
見
は
『
世
本
』
研
究
の
み
な
ら
ず
、
輯
本
研
究
全
体
に
も
大
き
な
意
義
を
持
つ
。
こ
れ
ま
で

の
輯
本
に
対
す
る
史
料
学
的
考
察
は
専
ら
輯
佚
の
段
階
に
焦
点
を
あ
て
、
輯
佚
の
再
確
認
や
再
輯
佚
が
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
の

た
め
に
輯
本
に
対
す
る
認
識
は
清
代
の
輯
佚
活
動
と
同
じ
次
元
に
留
ま
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
輯
佚
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ

た
の
は
、
原
書
の
断
片
は
な
く
、
原
書
に
対
す
る
認
識
で
あ
る
。
各
時
代
の
多
様
な
認
識
は
輯
本
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同

二
二
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じ
平
面
上
に
投
影
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
傾
向
が
捨
象
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
輯
本
を
も
と
に
し
て
、
原
書
を
復
元
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
引
用
元
に
立
ち
戻
れ
ば
、
原
書
へ
の
認
識
及
び
佚
文
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
原
書
の

受
容
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
と
輯
本
の
史
料
学
的
考
察
と
は
表
裏
の
関
係
で
あ
る
。

　

中
国
古
代
史
研
究
に
お
い
て
は
、
輯
本
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
輯
本
は
い
か
な
る
原
資
料
に
依
拠
し
て
い

る
の
か
」
と
い
う
根
本
的
な
問
題
は
い
ま
だ
検
討
す
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
筆
者
の
一
連
の
研
究
は
そ
の
問
題
に
答
え
る
た
め
の
作
業
で

あ
る
。
輯
佚
に
よ
っ
て
、
散
佚
文
献
の
部
分
的
な
情
報
が
輯
本
に
収
録
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
史
料
的
価
値
は
決
し
て
否
定
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
佚
文
は
い
か
な
る
意
識
の
下
で
選
択
さ
れ
、
残
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
上
で
、
佚
文
の
あ
り
方

は
引
用
元
で
の
役
割
に
よ
っ
て
、
い
か
に
変
化
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
輯
本
を
利
用
す
る
際
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
手
続
き
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
新
た
に
発
見
さ
れ
る
散
佚
資
料
を
含
め
、
輯
本
は
一
群
の
未
開
拓
の
資
料
と
言
え
る
。
筆
者
は
『
世

本
』
の
研
究
を
通
じ
て
、
輯
佚
研
究
の
新
た
な
方
向
を
示
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
獲
得
さ
れ
た
知
見
を
活
か
し
、
春
秋
三
伝
注
疏
に
用
い
ら
れ
る
『
世
本
』
佚
文
の
実
態
を
分
析
し
た
上
で
、
中
世
経

学
の
発
展
に
伴
う
『
世
本
』
受
容
の
あ
り
方
の
変
貌
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

参
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献
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史
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〇
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史
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〇
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一
〇
「『
世
本
』
成
書
年
代
問
題
考
論
」『
史
学
集
刊
』
二
〇
一
〇
年
第
五
期

王
玉
徳
一
九
八
六
「『
世
本
』
成
探
」『
華
東
師
範
大
学
学
報
』
一
九
八
六
年
第
一
期

原
昊
二
〇
一
三
「『
世
本
』
作
者
析
論
」『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』
二
〇
一
三
年
第
六
期

周
晶
晶
二
〇
一
一
「『
世
本
』
研
究
」
浙
江
大
学
博
士
論
文

註（
1
）　

現
存
の
『
世
本
』
輯
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
世
本
八
種
』（
商

務
印
書
館
、
一
九
五
七
）
出
版
説
明
参
照
。

（
2
）　
『
世
本
』
を
対
象
と
す
る
研
究
と
し
て
は
、
陳
夢
家
一
九
五
五
を

は
じ
め
、
王
玉
徳
一
九
八
六
・
陳
建
良
一
九
九
六
・
喬
志
忠
二
〇
一

〇
・
周
晶
晶
二
〇
一
一
・
原
昊
二
〇
一
三
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先

行
研
究
の
共
通
の
問
題
は
、
輯
本
を
『
世
本
』
原
本
の
断
片
と
み
な

し
て
進
め
ら
れ
た
点
に
あ
る
。
個
々
の
佚
文
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て

複
数
の
引
用
者
が
選
択
し
た
も
の
で
あ
り
、
原
文
の
表
現
が
正
確
に

保
存
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。『
世
本
』
佚
文
は
『
世
本
』
原
文

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
使
用
さ
れ
た
後
に
残
さ
れ
た
痕
跡
に
過

ぎ
な
い
。
原
本
の
断
片
と
し
て
均
質
に
扱
い
う
る
も
の
で
は
な
く
、

『
世
本
』
に
対
す
る
複
数
の
引
用
者
の
認
識
が
蓄
積
さ
れ
た
も
の
に
他

な
ら
な
い
。
他
に
『
世
本
』
作
篇
を
研
究
対
象
に
す
る
研
究
者
も
い

る
が
、
理
解
の
方
向
性
が
的
を
射
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
吉
聯
抗
一

九
八
〇
・
黄
敏
学
二
〇
〇
七
は
共
に
『
世
本
』
作
篇
の
音
楽
に
関
連

す
る
記
録
を
整
理
し
、
考
古
学
の
発
見
な
ど
と
対
照
し
な
が
ら
、
音

楽
史
の
立
場
か
ら
楽
器
の
発
明
に
つ
い
て
、
議
論
を
展
開
し
た
。『
世

本
』
作
篇
は
聖
人
が
器
物
を
作
り
、
す
な
わ
ち
こ
の
世
界
の
出
来
上

が
り
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
作
篇
の
内
容
は
作
成
さ
れ
た
当
時
の
世

界
観
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
史
実
と
し
て
音
楽
史
に
位
置
附
け

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

（
3
）　

李
弘
喆
二
〇
一
八
参
照
。

（
4
）　

藤
田
勝
久
一
九
九
五
参
照
。

（
5
）　

吉
本
道
雅
二
〇
〇
七
参
照
。

（
6
）　n-gram

と
は
「
n
個
の
単
位
（gram

）
の
組
み
合
わ
せ
」
を
意

味
す
る
。（
n
は
任
意
の
数
を
、
単
位
に
は
こ
の
種
の
研
究
で
は
文

字
や
単
語
を
当
て
る
）。

二
五
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（
7
）　

山
田
崇
仁
二
〇
〇
一
参
照
。
山
田
の
研
究
は
本
格
的
に
佚
文
形

態
を
検
討
す
る
起
点
で
あ
り
、『
世
本
』
の
研
究
史
に
お
い
て
は
、
非

常
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

（
8
）　

李
弘
喆
二
〇
一
八
に
お
い
て
は
、
先
に
前
漢
末
期
の
学
術
史
的

時
代
背
景
に
お
い
て
、『
世
本
』
が
い
か
な
る
状
況
の
中
で
世
に
現
れ

た
か
を
検
討
し
た
上
で
、
漢
代
に
お
け
る
『
世
本
』
に
対
す
る
認
識
・

受
容
の
あ
り
か
た
の
推
移
を
、
学
術
史
の
全
般
的
動
向
に
位
置
附
け

た
。
そ
し
て
、
李
弘
喆
二
〇
一
九
に
お
い
て
は
、『
世
本
』
輯
本
に
み

え
る
宋
忠
の
注
釈
と
考
え
ら
れ
る
記
述
を
整
理
し
た
上
で
、
宋
忠
の

学
問
の
特
徴
に
基
づ
き
、『
世
本
』
の
文
献
的
性
格
を
再
考
し
、『
世

本
』
宋
忠
注
成
立
の
学
術
史
に
お
け
る
意
義
を
提
示
し
た
。
さ
ら
に
、

李
弘
喆
二
〇
二
〇
に
お
い
て
は
、「
三
礼
」
に
お
け
る
『
世
本
』
の
受

容
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
9
）　

テ
キ
ス
ト
の
分
析
作
業
に
お
い
て
は
、
原
文
の
表
現
を
そ
の
ま

ま
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
訓
読
は
行
わ
な
い
。

（
10
）　

李
弘
喆
二
〇
一
九
参
照
。

（
11
）　

三
礼
は
即
ち
『
礼
記
』・『
周
礼
』・『
儀
礼
』
で
あ
る
。
な
お
、

各
正
義
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
阮
元
の
『
十
三
経
注
疏
』
に
従

う
。

（
12
）　

三
伝
は
即
ち
『
左
伝
』・『
公
羊
伝
』・『
榖
梁
伝
』
で
あ
る
。

（
13
）　

以
下
『
釈
文
』
と
略
す
。

（
14
）　

野
間
文
史
一
九
九
八
、
喬
秀
岩
二
〇
〇
一
参
照
。

（
15
）　

李
弘
喆
二
〇
一
九
参
照
。

（
16
）　
『
太
玄
経
』
范
望
注
本
巻
首
参
照
。

（
17
）　

近
代
爲
義
疏
者
、
有
全
緩
・
何
胤
・
舒
瑗
・
劉
軌
思
・
劉
醜
・

劉
焯
・
劉
炫
等
。
然
焯
・
炫
並
聦
穎
特
逹
、
文
而
又
儒
、
擢
秀
幹
於

一
時
、
騁
絕
轡
於
千
里
。
固
諸
儒
之
所
揖
讓
、
日
下
之
無
雙
、
於
其

所
作
疏
內
特
爲
殊
絕
。
今
奉
勑
删
定
、
故
據
以
爲
本
。

（
18
）　

近
至
隋
初
、
始
流
河
朔
。
其
爲
正
義
者
、
蔡
大
寶
・
巢
猗
・
費

甝
・
顧
彪
・
劉
焯
・
劉
炫
等
。
其
諸
公
旨
趣
、
多
或
因
循
怗
釋
注
文
、

義
皆
淺
略
。
惟
劉
焯
・
劉
炫
最
爲
詳
雅
。
…
…
雖
爲
文
筆
之
善
、
乃

非
開
獎
之
路
。
義
既
無
義
、
文
又
非
文
。
欲
使
後
生
、
若
爲
領
袖
、

此
乃
炫
之
所
失
、
未
爲
得
也
。
今
奉
明
勑
、
考
定
是
非
、
謹
罄
庸
愚
、

竭
所
聞
見
、
覽
古
人
之
傳
記
、
質
近
代
之
異
同
。
存
其
是
而
去
其
非
、

削
其
煩
而
增
其

、
此
亦
非
敢
臆
說
、
必
據
舊
聞
。

（
19
）　

晉
宋
傳
授
、
以
至
于
今
、
其
爲
義
疏
者
、
則
有
沈
文
何
・
蘇
寬
・

劉
炫
。
然
沈
氏
於
義
例
粗
可
、
於
經
傳
極
疏
。
蘇
氏
則
全
不
體
本
文
、

唯
旁
攻
賈
服
。
使
後
之
學
者
鑽
仰
無
成
。
劉
炫
於
數
君
之
內
、
實
爲

翹
楚
。
…
…
又
意
在
矜
伐
、
性
好
非
毀
、
規
杜
氏
之
失
、
凡
一
百
五

十
餘
條
。
習
杜
義
而
攻
杜
氏
、
猶
蠧
生
於
木
而
還
食
其
木
、
非
其
理

也
。
雖
規
杜
過
、
義
又
淺
近
。
所
謂
捕
鳴
蟬
於
前
、
不
知
黃
雀
在
其

後
。
…
…
然
比
諸
義
疏
、
猶
有
可
觀
。
今
奉
勑
删
定
、
據
以
爲
本
。

二
六
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世
本
釈
難
　
　
李
弘
喆

（
20
）　

劉
炫
字
光
伯
、
河
閒
景
城
人
也
。
少
以
聰
敏
見
稱
、
與
信
都
劉

焯
閉
戶
讀
書
、
十
年
不
出
。
炫
眸
子
精
明
、
視
日
不
眩
、
强
記
默
識
、

莫
與
爲
儔
。
左
畫
方
、
右
畫
圓
、
口
誦
、
目
數
、
耳
聽
、
五
事
同
舉
、

無
有
遺
失
。
…
…
開
皇
二
十
年
、
廢
國
子
四
門
及
州
縣
學
、
唯
置
太

學
博
士
二
人
、
學
生
七
十
二
人
。
…
…
炫
性
躁
競
、
頗
俳
諧
、
多
自

矜
伐
、
好
輕
侮
當
世
、
爲
執
政
所
醜
、
由
是
官
塗
不
遂
。
著
論
語
述

議
十
卷
、
春
秋
攻
昧
十
卷
、
五
經
正
名
十
二
卷
、
孝
經
述
議
五
卷
、

春
秋
述
議
四
十
卷
、
尙
書
述
議
二
十
卷
、
毛
詩
述
議
四
十
卷
、
注
詩

序
一
卷
、
算
術
一
卷
、
並
行
於
世
。

（
21
）　

古
勝
隆
一　
二
〇
〇
一
参
照
。

（
22
）　

喬
秀
岩
二
〇
〇
一
第
三
章
参
照
。

（
23
）　

襄
二
十
九
年
「
劉
炫
云
、
據
世
本
、
高
止
敬
仲
玄
孫
之
子
。
不

立
止
近
親
遠
取
敬
仲
曾
孫
者
、
齊
人
賢
敬
仲
故
繫
之
」。

（
24
）　

野
間
文
史
一
九
九
八
参
照
。

（
25
）　

説
明
の
便
宜
上
そ
の
分
類
に
従
っ
て
い
る
が
、『
世
本
』
原
書
の

章
立
て
が
こ
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で

は
な
い
。

（
26
）　

以
下
『
家
語
』
と
略
す
。『
孔
子
家
語
』
は
版
本
に
よ
る
文
字
の

異
同
が
多
く
、
本
稿
は
四
部
叢
刊
本
（
明
刊
本
）
に
従
う
。

（
27
）　

大
戴
禮
帝
繫
篇
、
帝
嚳
卜
其
四
妃
之
子
皆
有
天
下
。
上
妃
、
有

邰
氏
之
女
、
曰
姜
嫄
、
而
生
后
稷
。
次
妃
、
有
娀
氏
之
女
、
曰

狄
、

而
生
契
。
次
妃
、
陳
鋒
氏
之
女
、
曰
慶
都
、
生
帝
堯
。
下
妃
、
娵
訾

氏
之
女
。
曰
常
儀
、
生
摯
。
以
堯
與
契
俱
爲
嚳
子
。
家
語
・
世
本
其

文
亦
然
。

（
28
）　

以
下
周
本
紀
と
略
す
。

（
29
）　
『
漢
書
』
司
馬
遷
伝
「
故
司
馬
遷
據
左
氏
、
國
語
、
采
世
本
、
戰

國
策
、
述
楚
漢
春
秋
、
接
其
後
事
、
訖
于
（
大
）〔
天
〕
漢
」。

（
30
）　
『
家
語
』
に
は
本
姓
解
が
あ
り
、「
宋
公
生
丁
公
申
、
申
公
生
緡

公
共
及
襄
公
熙
。
熙
生
弗
父
何
及
厲
公
方
祀
。
方
祀
以
下
、
世
爲
宋

卿
。
弗
父
何
生
宋
父
周
。
周
生
世
子
勝
。
勝
生
正
考
甫
。
考
甫
生
孔

父
嘉
。
五
世
親
盡
、
別
爲
公
族
。
故
後
以
孔
爲
氏
焉
。
一
曰
孔
父
者
、

生
時
所
賜
號
也
、
是
以
子
孫
遂
以
氏
族
。
孔
父
生
子
木
金
父
。
金
父

生
睪
夷
。
睪
夷
生
防
叔
、
避
華
氏
之
禍
而
犇
魯
。
防
叔
生
伯
夏
。
夏

生
叔
梁
紇
」
と
す
る
。
本
姓
解
は
弗
父
何
・
厲
公
の
父
で
あ
る
「
熙
」

を
「
襄
公
」
と
し
、
す
な
わ
ち
『
史
記
』
宋
世
家
の
「
煬
公
熙
」
と

し
て
い
る
。
一
方
で
『
左
伝
正
義
』
昭
公
七
年
に
引
用
さ
れ
る
『
家

語
』
本
姓
篇
は
「
宋
泯
公
熙
」
と
、「
熙
」
は
そ
の
ま
ま
で
「
襄
公
」

を
「
泯
公
」
に
改
め
て
い
る
。

（
31
）　
『
家
語
』
孔
子
世
系
の
「
襄
公
熙
」
を
「
泯
公
熙
」
に
書
き
換
え

た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
32
）　

閔
公
子
弗
父
何
生
宋
父
、
宋
父
生
世
子
、
世
子
生
正
考
父
、
正

考
父
生
孔
父
嘉
、
孔
父
嘉
生
子
木
金
父
。
木
金
父
降
爲
士
、
故
曰
滅

二
七
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於
宋
。
金
父
生
祁
父
、
祁
父
生
防
叔
。
防
叔
爲
華
氏
所
偪
、
出
奔
魯
、

爲
防
大
夫
、
故
曰
防
叔
。
防
叔
生
伯
夏
、
伯
夏
生
叔
梁
紇
。

（
33
）　
『
潜
夫
論
』
志
氏
姓
と
『
世
本
』
と
の
関
係
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
別
稿
で
検
討
す
る
。

（
34
）　

即
ち
『
大
戴
礼
記
』
帝
繋
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
疏
文
の

書
き
方
で
は
帝
繋
が
単
行
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
帝
繋
を
単
行
本
と

し
て
扱
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
35
）　

案
今
世
本
・
帝
繫
及
大
戴
禮
五
帝
德
幷
家
語
宰
我
問
・
太
史
公

五
帝
本
紀
、
皆
以
黃
帝
爲
五
帝
。
此
乃
史
籍
明
文
、
而
孔
君
不
從
之

者
。
孟
軻
曰
、
信
書
不
如
其
無
書
。
吾
於
武
成
取
二
三
策
而
已
。
言

書
以
漸
染
之
濫
也
。
孟
軻
已
然
、
況
後
之
說
者
乎
。
又
帝
繫
・
本
紀
・

家
語
・
五
帝
德
皆
云
、
少
昊

黃
帝
子
、
靑
陽
是
也
。
顓
頊
、
黃
帝

孫
、
昌
意
子
。
帝
嚳
高
辛
氏
爲
黃
帝
曾
孫
、
玄
嚻
孫
、
僑
極
子
。
堯

爲
帝
嚳
子
、
舜
爲
顓
頊
七
世
孫
。
此
等
之
書
說
五
帝
而
以
黃
帝
爲
首

者
、
原
由
世
本
。
經
於
暴
秦
、
爲
儒
者
所
亂
。
家
語
、
則
王
肅
多
私

定
。
大
戴
禮
・
本
紀
出
於
世
本
、
以
此
而
同
。
蓋
以
少
昊
而
下
皆
出

黃
帝
、
故
不
得
不
先
說
黃
帝
、
因
此
謬
爲
五
帝
耳
。

（
36
）　
『
釈
文
』
湯
誓
に
は
「
王
侯
世
本
、
湯
名
天
乙
」
が
み
え
る
。

（
37
）　
『
大
戴
礼
記
』
に
つ
い
て
、
本
稿
は
四
部
叢
刊
本
（
明
刊
本
）
に

従
う
。

（
38
）　

渡
邉
英
幸
二
〇
一
五
参
照
。

（
39
）　

実
際
に
『
礼
記
正
義
』
に
は
『
世
本
』
の
世
系
関
連
の
引
用
例

が
頻
見
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
「
A
生
B
」
の
か
た
ち
で
あ
る
。
そ

れ
に
つ
い
て
は
、
李
弘
喆
二
〇
二
〇
参
照
。

（
40
）　

以
下
殷
本
紀
と
略
す
。

（
41
）　

殷
契
、
母
曰

狄
、
有
娀
氏
之
女
、
爲
帝
嚳
次
妃
。
三
人
行
浴
、

見
玄
鳥
墮
其
卵
、

狄
取
吞
之
、
因
孕
生
契
。

（
42
）　

殷
本
紀
は
「
祖
乙
崩
、
子
帝
祖
辛
立
。
帝
祖
辛
崩
、
弟
沃
甲
立
、

是
爲
帝
沃
甲
。
帝
沃
甲
崩
、
立
沃
甲
兄
祖
辛
之
子
祖
丁
、
是
爲
帝
祖

丁
。
帝
祖
丁
崩
、
立
弟
沃
甲
之
子
南
庚
、
是
爲
帝
南
庚
。
帝
南
庚
崩
、

立
帝
祖
丁
之
子
陽
甲
、
是
爲
帝
陽
甲
。
帝
陽
甲
之
時
、
殷
衰
。
自
中

丁
以
來
、
廢
適
而
更
立
諸
弟
子
、
弟
子
或
爭
相
代
立
、
比
九
世
亂
、

於
是
諸
侯
莫
朝
。
帝
陽
甲
崩
、
弟
盤
庚
立
、
是
爲
帝
盤
庚
」
と
な
る
。

（
43
）　

帝
中
丁
崩
、
弟
外
壬
立
、
是
爲
帝
外
壬
。
仲
丁
書
闕
不
具
。
帝

外
壬
崩
、
弟
河
亶
甲
立
、
是
爲
帝
河
亶
甲
。
河
亶
甲
時
、
殷
復
衰
。

河
亶
甲
崩
、
子
帝
祖
乙
立
。

（
44
）　

帝
盤
庚
崩
、
弟
小
辛
立
、
是
爲
帝
小
辛
。
帝
小
辛
立
、
殷
復
衰
。

百
姓
思
盤
庚
、
迺
作
盤
庚
三
篇
。
帝
小
辛
崩
、
弟
小
乙
立
、
是
爲
帝

小
乙
。
帝
小
乙
崩
、
子
帝
武
丁
立
。

（
45
）　
『
礼
記
正
義
』
喪
服
小
記
や
祭
統
等
参
照
。

（
46
）　

吉
本
道
雅
二
〇
〇
七
参
照
。

（
47
）　

後
漢
時
代
に
お
け
る
『
世
本
』
の
受
容
実
態
に
つ
い
て
は
、
李

二
八
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世
本
釈
難
　
　
李
弘
喆

弘
喆
二
〇
一
八
参
照
。

（
48
）　

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
野
間
文
史
一
九
八
八
参
照
。

（
49
）　

李
弘
喆
二
〇
一
九
参
照
。

（
50
）　

司
馬
遷
の
『
世
本
』
参
照
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
』
司
馬
遷
伝
参

照
。
な
お
、『
世
本
』
と
「
漢
書
学
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
李
弘

喆
二
〇
一
八
参
照
。

（
51
）　
『
礼
記
正
義
』
に
お
け
る
『
世
本
』
の
受
容
実
態
に
つ
い
て
は
、

李
弘
喆
二
〇
二
〇
参
照
。

*

本
稿
は
杉
山
財
団
特
別
研
究
助
成
金
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
京
都
大
学
文
学
研
究
科
非
常
勤
講
師
・
大
手
前
大
学
史
学
研
究
所
共

同
研
究
者
）

二
九
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Shiben Zhengyi

     Book of Origins (Shiben 世本), a 
Correct Meaning of the 

Five Classics (Wujing Zhengyi 五經正義 Zhengyi -
Book of Changes (Zhouyi 周易 Book of Songs (Maoshi 毛

詩 Book of History (Shangshu 尙書
Wujing Zhengyi

Shiben

     Zhouyi Zhengyi

Shiben

Wujing Zhengyi -
zhuwen 注文 shuwen 疏

文 Zhouyi Zhengyi

王弼
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     Shiben Maoshi  
and Shangshu Zhengyi jing 經 -

i



Sandai 三代 Shiben -
Shanggu 上古

Shiben

Shiji 史記 -

Wujing Zhengyi 司馬
遷 Shiben Shiji.
     

Shiben

Wujing 

Zhengyi.
     

Shiben

-

淸朝考證學). 
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